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苦闘する教会、困難の中にある人々に慰めと希望が注が
れますように――イエス・キリストがこの地上に来られた
クリスマスの出来事を、当時の人々の目、時代背景、聖書
の記述、あらゆる角度で見つめ、私たちにもたらされた福
音の喜びを味わう。クリスマスを喜びをもって迎えるため
の25のメッセージ。
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光を仰いで光を仰いで
クリスマスを待ち望む 25 のメッセージクリスマスを待ち望む 25 のメッセージ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～本文より～
「今回、これらを一冊の小説教集にまとめるにあたり、二つの祈りを込めました。一つはコロナ・パンデミッ
クの中で苦闘する教会に主の慰めが注がれるように、との祈りです。2020年のクリスマス、私たちの教
会は共に集まって礼拝することも、聖餐を祝うことも、楽しい祝会を開くこともできませんでした。毎年、
地域の方々が集われるコンサートも、イブのキャンドル礼拝も行うことができませんでした。冒頭の四編
の説教はそのような中で語ったものです。2021年のクリスマスも同じような状況になるのではないかと
思います。それでも闇の中に輝く光であるイエス・キリストが来られる。確かに来られる。この光の到来
のもたらす慰めが、この地に生きる私たちに注がれますように。これが本書に込めた祈りです。」


